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レーザー研究　2011年 5月362

◆学生の声
　私は応用化学科の出身ですが，
新しいことに挑戦したい思い，本
研究室を志望しました．ゼロから
のスタートでしたが，文献を読み，
実験を通して光学の理解を深めて
います．本研究室には，複数の学

科から学生がやってきます．個性的な人ばかりで
す．それぞれの得意分野を活かして協力すること
で，お互いスキルアップできます．私は光でナノの
世界を見ることに挑戦しています．困難なこともあ
りますが，光を操ることはとても魅力的です．
 （楠美 祐一）

　◆研究室紹介
　本研究室は，2008年4月，早崎の徳島大学から宇都宮
大学への赴任を機に設立されました．「光科学技術の研
究活動を通して明日を担う人材の育成を行う」を方針と
して，田北 啓洋（2011年4月より群馬大学大学院工学研
究科・助教）と長谷川 智士（オプティクス教育研究セン
ター・特任研究員），10数名の学生達と協力しながら「自
分の知らないことに挑戦する」「他人の言葉をよく聴き．
自分の意見を明確に持つ」「1番なことで人に笑みを与え
る」を行動指針として活動しています．
　我々は，フェムト秒レーザーによる多光子励起やGPU

を用いた画像処理，ホログラフィ，空間光変調技術，ナ
ノ粒子を用いて，光の回折限界を越えてナノ空間にアク
セスすることにより，材料加工や形状計測，情報処理の
研究を行っています．
　オプティクス教育研究センターは，産学の協力と先端
的な研究活動を通して，光学技術者を育てることを目的
として4年前に設立されました．現在，教育研究活動に
おける色々な試みを通して，産学連携による新しい光学
教育の仕組み構築に取り組んでいます．

　◆具体的な最近の研究テーマと成果
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